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第 2 内容 浦肺単な小数は､第 4学年に移行 し､小
3 A 数と計算 (5) 数第 1位から第 3位までの小数を統合
学 イ 小数及び分数についても加法及 的に取り扱 うo
午 び減法ができることを知ること
第 1 目標 1 目標
(1)- 小数及び分数について加法 . (1)..oまた､小数及び分数についても
減法を用いることができるようにする.2 内容A 数と計井 加法及び減法ができることを知 り､それらを用いること ようにする02 内容
(5)小数の意味をついての理解を深 A 数と計算
4 め､小数の計算ができるようにするo (5)小数及び分数について知 り､それら
学 イ 小数の加法及び減法ができるこ を適切に用い､漸次それぞれのよさが分
午 とo かるようにするo
ウ 乗数や除数が盤数の場合の乗法及 イ 小数の加法及び減法ができることを
び除法ができること凸 知り､計算の仕方について知ることo※ウについては､5年 移行するo
罪 1 目標 1 目標
5 (1)小数の乗法及び除法の藩味を理 (1)小数の乗法及び除法の意味を理
辛 解 し､小数及び分数について計葬 解 し､小数及び分数について計算
午 できるようにするとともに､事象 できるようにするとともに､事象






めること○イ 小数の乗法及び除法の計算の仕 合も含めて､乗法除法の督味をまとめることoイ 小数の乗法及び除法の計算の仕につ
方について知ること○ウ 小数の乗法及び除法についても､ いて知ること○ウ 小数の乗法及び除法についても､整数の場合 と同じ関係や法則が成 り立
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